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【公表番号】特表2018-528271(P2018-528271A)
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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   1/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   1/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ    1/12     ＣＳＰ　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/10     　　　　
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｄ
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６６０　
   Ｃ０７Ｆ    1/08     　　　Ｃ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年9月14日(2020.9.14)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の式Ｉ：
　　（Ｌ）Ｍ（Ｘ）　　　（Ｉ）
（式中、
Ａ．
Ｍが銅及び銀から選択される金属原子であり、
Ｌが、カルベン部位を含む環の原子が炭素原子及び１個の窒素原子からなる飽和環式構造
を有する環式アルキルアミノカルベン（ＣＡＡＣ）配位子であり、
Ｘがモノアニオン性配位子であるか、又は、
Ｂ．
Ｍが金原子であり、
Ｌが、カルベン部位を含む環の原子が炭素原子及び１個の窒素原子からなる飽和環式構造
を有する環式アルキルアミノカルベン（ＣＡＡＣ）配位子であり、
Ｘが式：
Ｒ’－Ｎ－Ｒ’’
若しくは
【化１】



(2) JP 2018-528271 A5 2020.10.22

（式中、Ｒ’及びＲ’’は水素及び有機基から選択され、どちらも有機基である場合に同
じであっても又は異なっていてもよく、
【化２】

は１つ以上の環を含有し得る環式有機基を表す）を有するモノアニオン性アミド配位子で
あるが、
化合物ＡｄＬ－Ａｕ－ＮＴｆ２（ここで、ＡｄＬは、

【化３】

であり、ＴｆはＣＦ３－ＳＯ２－である）は除外され、かつ、
化合物ＡｄＬ－Ａｇ－Ｃｌ（ここで、ＡｄＬは、上記の通りである）は除外され、かつ、
化合物
【化２０】

（ここで、Ｄｉｐｐは、２，６－ジイソプロピルフェニルである）は除外され、かつ、
化合物
【化２１】

（ここで、Ｒはイソプロピルを、Ａｒは２，６－ジイソプロピルフェニルを表す）は除外
され、かつ、
化合物
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【化２２】

は除外される）の錯体。
【請求項２】
　請求項１のＡによる錯体である、請求項１に記載の錯体。
【請求項３】
　請求項１のＢによる錯体である、請求項１に記載の錯体。
【請求項４】
　導入されたエネルギーに応じて発光することが可能な発光帯域を備え、該発光すること
が可能な発光帯域が、式Ｉａの少なくとも１つの有機金属錯体を含む、発光素子であって
、
　　（Ｌ）Ｍ（Ｘ）　　　（Ｉａ）
Ａ．
（式中、Ｍは銅及び銀から選択される金属原子であり、
Ｌは、カルベン部位を含む環の原子が炭素原子及び１個の窒素原子からなる飽和環式構造
を有する環式アルキルアミノカルベン（ＣＡＡＣ）配位子であり、
Ｘはモノアニオン性配位子である）
又は
Ｂ．
（式中、Ｍが金原子であり、
Ｌが、カルベン部位を含む環の原子が炭素原子及び１個の窒素原子からなる飽和環式構造
を有する環式アルキルアミノカルベン（ＣＡＡＣ）配位子であり、
Ｘが式：
Ｒ’－Ｎ－Ｒ’’
若しくは
【化２３】

（式中、Ｒ’及びＲ’’は水素及び有機基から選択され、どちらも有機基である場合に同
じであっても又は異なっていてもよく、
【化２４】

は１つ以上の環を含有し得る環式有機基を表す）を有するモノアニオン性アミド配位子で
ある）
である、発光素子。
【請求項５】
　アノード、任意に正孔輸送帯域、カソードとアノードとの間に電流が流れる場合に発光
することが可能な発光帯域、及びカソードを順に備え、該発光することが可能な発光帯域
が、式Ｉａの少なくとも１つの錯体を含む、請求項４に記載の発光素子。
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【請求項６】
　前記錯体が中性の全体的電荷を有する、請求項１～３のいずれか一項に記載の錯体又は
請求項４又は５に記載の発光素子。
【請求項７】
　前記配位子Ｌが式ＩＩＩ：
【化４】

（式中、Ｒ１は任意に置換されたアルキル基、任意に置換されたアルケニル基、任意に置
換されたアリール基及び任意に置換されたヘテロアリール基から選択され、
Ｄ、Ｅ、Ｆ及びＧは独立して、＞ＣＲ’Ｒ’’（ここで、Ｒ’及びＲ’’は互いに独立し
て、また異なる基Ｄ、Ｅ、Ｆ及びＧとしてのそれらの出現頻度について独立して、水素原
子若しくは任意に置換されたアルキル基から選択されるか、又はＲ’及びＲ’’が連結し
て、２つ以上の環及び／又は１個以上のヘテロ原子を任意に含有し得る任意に置換された
飽和環式ヒドロカルビル基を形成する）から選択され、
ｄ、ｅ、ｆ及びｇは互いに独立して０、１、２、３、４、５及び６から選択されるが、但
し式ＩＩＩの化合物は環式である）の化合物である、請求項１～６のいずれか一項に記載
の錯体又は発光素子。
【請求項８】
　Ｒ１が任意に置換されたフェニル、カルバゾール、インドール、ベンズインドール、ベ
ンゾフラン、ジベンゾフラン、ベンゾチオフェン、アザカルバゾール、アザベンゾフラン
又はアザジベンゾチオフェン基から選択される、請求項７に記載の錯体又は発光素子。
【請求項９】
　Ｒ１が、例えば２つの置換基が２位及び６位にあり、より特には２つの置換基が同じで
あり、イソプロピル基である二置換フェニル基である、請求項６又は７に記載の錯体又は
発光素子。
【請求項１０】
　ｄ＝ｅ＝ｆ＝１かつｇ＝０であり、
Ｄが＞ＣＲｄＲｄ（ここで、Ｒｄは１個～１０個のＣ原子を有するアルキルである）であ
り、
Ｅが＞ＣＨ２であり、かつ、
Ｆが＞ＣＲｆＲｆｆ（ここで、Ｒｆ及びＲｆｆは同じであっても又は異なっていてもよく
、１個～１０個のＣ原子を有する任意に置換されたアルキル基から選択されるか、又はＲ
ｆ及びＲｆｆが、それらが接続した炭素原子Ｃと共に、任意に１個以上のヘテロ原子を環
中に含有する任意に置換された環式ヒドロカルビル基を形成する）である、請求項７～９
のいずれか一項に記載の錯体又は発光素子。
【請求項１１】
　Ｒｄがメチルであり、
Ｒｆ及びＲｆｆが同じであり、非置換のメチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、
ｎ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｉｓｏ－ブチル及びｔｅｒｔ－ブチルから選択されるか、
又は、
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Ｒｆ及びＲｆｆが、それらが接続した炭素原子Ｃと共に非置換シクロヘキシリデン基若し
くは非置換アダマンチリデン基を形成する、請求項１０に記載の錯体又は発光素子。
【請求項１２】
　Ｒｆ及びＲｆｆが、それらが接続した炭素原子Ｃと共に非置換アダマンチリデン基を形
成する、請求項１１に記載の錯体又は発光素子。
【請求項１３】
　前記ＣＡＡＣ配位子Ｌが、
Ａ．　式ＩＩＩａ：
【化５】

（式中、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ及びＲｄはＣＨ３基であり、Ａｒは置換フェニル基を表す）の
化合物、
Ｂ．　式ＩＩＩｂ：
【化６】

（式中、Ｒａ及びＲｂはＣＨ３基であり、Ａｒは置換フェニル基を表す）の化合物、及び
、
Ｃ．　以下の化合物の群：

【化７】

（ここで、Ｒｎは１～４の可変数ｎの置換基を表し、各々が独立して水素、アルキル、ア
ルケニル、アルキニル、アルコキシ、アミノ、アリール及びヘテロアリールを含む群から
選択される）から選択される、請求項１～１２のいずれか一項に記載の錯体又は発光素子
。
【請求項１４】
　前記配位子Ｘがハロゲン化物、擬ハロゲン化物、任意に置換されたアルコキシド、任意
に置換されたアリールオキシド、任意に置換されたアリールアセチリド、任意に置換され



(6) JP 2018-528271 A5 2020.10.22

たアミド、任意に置換されたカルボキシレート、任意に置換されたアニリド、任意に置換
されたカルバゾール誘導体、任意に置換されたジヒドロアクリジン、任意に置換されたア
ゼピン、任意に置換されたジベンザゼピン、任意に置換された１０，１１－ジヒドロジベ
ンザゼピン、任意に置換されたフェナジン、任意に置換されたオキサジン、任意に置換さ
れたアクリドン、任意に置換されたフェノキサジン、任意に置換されたフェノチアジン、
任意に置換されたフェノチアジン５，５－ジオキシド、任意に置換されたジヒドロフェナ
ジン、任意に置換されたチオレート、任意に置換されたチオフェノレート、任意に置換さ
れたチオカルボキシレート、任意に置換されたホスフィンイミネート、任意に置換された
ケチミネート、任意に置換されたグアニジネート、任意に置換されたアルキル、任意に置
換されたアルケニル、任意に置換されたアリール、任意に置換されたヘテロアリール及び
任意に置換されたアルキニルから選択される、請求項１に記載のＡによる錯体又は請求項
４に記載のＡによる発光素子。
【請求項１５】
　前記配位子Ｘが式ＩＶ：
　　［Ｅ－Ａｒ］－　　　（ＩＶ）
（式中、Ａｒは任意に置換されたアリール又は任意に置換されたヘテロアリール基であり
、
Ｅ－はＣ（Ｒ１）（Ｒ２）－、Ｏ－、Ｓ－、Ｓｅ－、Ｔｅ－、Ｎ（Ｒ）－、Ｐ（Ｒ）－、
Ａｓ（Ｒ）－及びＳｂ（Ｒ）－から選択され、
ここでＲ、Ｒ１及びＲ２は独立して水素、任意に置換されたアルキル、任意に置換された
アルケニル、任意に置換されたアリル、任意に置換されたアリール及び任意に置換された
ヘテロアリールから選ばれ、Ｒ、Ｒ１及びＲ２基は存在する場合、任意に１つ以上のリン
カー種によって、またＣ、Ｎ、Ｐ、Ａｓ又はＳｂ原子を介してＡｒ部分に直接接続しても
よい）の化合物である、請求項１に記載のＡによる錯体又は請求項４に記載のＡによる発
光素子。
【請求項１６】
　前記配位子Ｘが、塩化物、臭化物及びヨウ化物；シアン化物、チオシアネート（ＳＣＮ
）、シアネート（ＯＣＮ）、イソシアネート（ＮＣＯ）及びイソチオシアネート（ＮＣＳ
）、イソセレノシアネート（ＮＣＳｅ）；アリールアミド、例えばＮＨＰｈ及びＮＨ（３
，５－ビス（トリフルオロメチル）フェニル）、並びにジアリールアミド、例えばＮＰｈ

２（ここで、Ｐｈはフェニルである）；カルバゾレート；ジ－ｔｅｒｔ－ブチルカルバゾ
レート、例えば３，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルカルバゾレート；ＯＰｈ（ここで、Ｐｈは
フェニルである）；Ｏ－（２，６－ジフルオロフェニル）；Ｏ－（２－ｔｅｒｔブチル－
５－メチルフェニル）；Ｏ－（３，５－ジ－ｔｅｒｔブチルフェニル）；ＳＰｈ（ここで
、Ｐｈはフェニルである）；１個～２０個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アルコキシ
ド；フェノレート、２－メチルフェノレート、２－ｔｅｒｔブチル－５－メチルフェノレ
ート、２，６－ジメチルフェノレート、３，５－ジメチルフェノレート、３，５－ジ－ｔ
－ブチルフェノレート、３，５－ビス（トリフルオロメチル）フェノレート、２－クロロ
フェノレート、２，６－ジクロロフェノレート、２，６－ジフルオロフェノレート、２，
６－ジブロモフェノレート、２，６－ジヨードフェノレート、４－フルオロフェノレート
、４－トリフルオロメチルフェノレート、１－ナフトレート及び２－ナフトレート（各々
がカルバゾリル、（Ｎ－アルキル）カルバゾリル又は（Ｎ－アリール）カルバゾリル置換
基の１つ以上によって任意に置換されていてもよく、ここで各カルバゾリル部分はｐｒｉ
ｍ－、ｓｅｃ－若しくはｔｅｒｔ－アルキル置換基、又はそれらの任意の組合せの１つ以
上を任意に保有し得る）；１個～２０個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖チオレート；
チオフェノレート、２－メチルチオフェノレート、２－ｔｅｒｔブチル－５－メチルチオ
フェノレート、２，６－ジメチルチオフェノレート、３，５－ジメチルチオフェノレート
、３，５－ジ－ｔ－ブチルチオフェノレート、３，５－ビス（トリフルオロメチル）チオ
フェノレート、２－クロロチオフェノレート、２，６－ジクロロチオフェノレート、２，
６－ジフルオロチオフェノレート、２，６－ジブロモチオフェノレート、２，６－ジヨー
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ドチオフェノレート、４－フルオロチオフェノレート、４－トリフルオロメチルチオフェ
ノレート、１－チオナフトレート及び２－チオナフトレート（各々がカルバゾリル、（Ｎ
－アルキル）カルバゾリル又は（Ｎ－アリール）カルバゾリル置換基の１つ以上によって
任意に置換されていてもよく、ここで各カルバゾリル部分はｐｒｉｍ－、ｓｅｃ－若しく
はｔｅｒｔ－アルキル置換基、又はそれらの任意の組合せの１つ以上を任意に保有し得る
）；カルボキシレートＲＣＯＯ－（ここで、Ｒはアルキル、アルケニル、アリール及びヘ
テロアリールから選ばれる）；チオカルボキシレートＲＣＳＯ－（ここで、Ｒはアルキル
、アルケニル、アリール及びヘテロアリールから選ばれる）；フェナジン；Ｎ－メチルフ
ェナジン；フェノチアジン；３，７－ジニトロフェノチアジン；オキサジン；アクリドン
；ジベンザゼピン；１０，１１－ジヒドロジベンザゼピン；ホスフィンイミネートＲ１’

Ｒ２’Ｒ３’ＰＮ－（ここでＲ１’、Ｒ２’及びＲ３’は独立してアルキル、アルケニル
、アリール及びヘテロアリール基から選ばれる）；ケチミネートＲ１’’Ｒ２’’ＣＮ－

（ここで、Ｒ１’’及びＲ２’’は独立してアルキル、アルケニル、アリール及びヘテロ
アリール基から選ばれる）；並びにグアニジネート［（Ｒ１’’’Ｒ２’’’Ｎ）Ｃ（Ｎ
Ｒ３’’’）（ＮＲ４’’’）］－（ここでＲ１’’’、Ｒ２’’’、Ｒ３’’’及びＲ
４’’’は独立してアルキル、アルケニル、アリール及びヘテロアリール基から選ばれる
）から選択される、請求項１に記載のＡによる錯体又は請求項４に記載のＡによる発光素
子。
【請求項１７】
　前記錯体が、
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【化２５】
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【化９】

【化１０】

（Ｍ＝Ａｕ又はＣｕ）
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（ここで、錯体８Ａ、８Ｂ、８Ｃ及び８Ｄにおいて、Ｒｎ、Ｒｍ及びＲｋはそれぞれの芳
香環の任意の置換基を表し、ｎ、ｍ及びｋは０から利用可能な最大値までの数であり、い
ずれの場合にも該置換基の存在、数、位置及び／又は同一性は異なる芳香環部分で同じで
あっても又は異なっていてもよく、ｎ、ｍ又はｋが１を超える場合、特定の芳香環部分の
置換基の各Ｒ基の同一性は互いに同じであっても又は異なっていてもよく、Ｅは結合であ
るか、又は任意に置換されたヒドロカルビル（例えば、任意に置換された＞ＣＨ２、任意
に置換された－ＣＨ＝ＣＨ－、任意に置換された－ＣＨ２－ＣＨ２－エチレン、任意に置
換されたアリール（例えば、任意に置換された－Ｃ６Ｈ４－、例えば非置換－Ｃ６Ｈ４－
））、Ｏ、Ｓ、ＮＲ’、ＳＯ、ＳＯ２及びＡｓＲ’（ここで、Ｒ’は水素、任意に置換さ
れたアルキル、任意に置換されたアルケニル、任意に置換されたアリル、任意に置換され
たアリール及び任意に置換されたヘテロアリールから選択される）から選択される基であ
る）から選択される錯体である、請求項１、２、３及び６－１６に記載の錯体又は請求項
４－１６に記載の発光素子。
【請求項１８】
　Ｍが銅、銀及び金、より好ましくは銅及び金から選択され、
Ｌが式ＩＩＩａ：
【化１１】

（式中、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ及びＲｄがＣＨ３基であり、Ａｒが置換フェニル基、より好ま
しくは２，６－ジアルキル置換フェニル基、最も好ましくは２，６－ジイソプロピルフェ
ニル基を表すか、又は、
Ｒａ及びＲｂがメチル基であり、Ｒｃ及びＲｄがエチル基であり、Ａｒが置換フェニル基
、より好ましくは２，６－ジアルキル置換フェニル基、最も好ましくは２，６－ジイソプ
ロピルフェニル基を表すか、又は、
Ｒａ及びＲｂがメチル基であり、Ｒｃ及びＲｄが共に任意に置換されたシクロアルキリデ
ン（スピロシクロアルキル）基、好ましくはシクロヘキシリデン（スピロ－シクロヘキシ
ル）を形成し、Ａｒが置換フェニル基、より好ましくは２，６－ジアルキル置換フェニル
基、最も好ましくは２，６－ジイソプロピルフェニル基を表す）の化合物から選択される
か、又は、
Ｌが式ＩＩＩｂ：
【化１２】

（式中、Ｒａ及びＲｂはＣＨ３基であり、Ａｒは置換フェニル基、より好ましくは２，６
－ジアルキル置換フェニル基、最も好ましくは２，６－ジイソプロピルフェニル基を表す
）のスピロアダマンタン化合物であり、
Ｘが式：
Ｒ’－Ｎ－Ｒ’’
若しくは
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【化１３】

（式中、Ｒ’及びＲ’’は水素及び有機基から選択され、どちらも有機基である場合に同
じであっても又は異なっていてもよく、
【化１４】

は１つ以上の環を含有し得る環式有機基を表す）を有するモノアニオン性有機アミド配位
子であり、
好ましくは窒素原子Ｎがアミドアニオン性窒素である以下の一般式：
【化１５】
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【化１６】

又は
【化１７】

（式中、Ｒｎ、Ｒｍ及びＲｋはそれぞれの芳香環の任意の置換基を表し、ｎ、ｍ及びｋは
０から利用可能な最大値までの数であり、いずれの場合にも該置換基の存在、数、位置及
び／又は同一性は異なる芳香環部分で同じであっても又は異なっていてもよく、ｎ、ｍ又
はｋが１を超える場合、特定の芳香環部分の置換基の各Ｒ基の同一性は互いに同じであっ
ても又は異なっていてもよい）を有し、
Ｅは結合であるか、又は任意に置換されたヒドロカルビル（例えば、任意に置換された＞
ＣＨ２、任意に置換された－ＣＨ＝ＣＨ－、任意に置換された－ＣＨ２－ＣＨ２－エチレ
ン、任意に置換されたアリール（例えば、任意に置換された－Ｃ６Ｈ４－、例えば非置換
－Ｃ６Ｈ４－））、Ｏ、Ｓ、ＮＲ’、ＳＯ、ＳＯ２及びＡｓＲ’（ここで、Ｒ’は水素、
任意に置換されたアルキル、任意に置換されたアルケニル、任意に置換されたアリル、任
意に置換されたアリール及び任意に置換されたヘテロアリールから選択される）から選択
される基であり、
好ましくは、Ｘはジアリールアミドアニオン中のアリール基又はカルバゾレートアニオン
中の芳香環が各々任意に置換されていてもよいジアリールアミド又はカルバゾレートアニ
オン、より好ましくは非置換ジフェニルアミドアニオン（ＮＰｈ２

－）、又はフェニル基
が各々１つ以上の置換基によって置換されたジフェニルアミドアニオン；例えば非置換ジ
フェニルアミドアニオン；又は非置換カルバゾレートアニオン、又は芳香環が各々１つ以
上の置換基によって置換されたカルバゾレート、例えば非置換カルバゾレートアニオン又
は３，６－ジ－ｔブチル－カルバゾレートアニオンである、請求項１に記載の錯体又は請
求項４に記載の発光素子。
【請求項１９】
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　前記錯体が、
錯体８Ａ（ａ）、ＥがＮ－ＣＨ３であり、ＲｎがＨであり、ＲｍがＨである錯体８Ａの実
施形態；
錯体８Ａ（ｂ）、Ｅが結合であり、ＲｎがＨであり、ＲｍがＨである錯体８Ａの実施形態
；
錯体８Ａ（ｃ）、Ｅが－ＣＨ２－ＣＨ２－であり、ＲｎがＨであり、ＲｍがＨである錯体
８Ａの実施形態；
錯体８Ａ（ｄ）、Ｅが－Ｏ－であり、ＲｎがＨであり、ＲｍがＨである錯体８Ａの実施形
態；
錯体８Ａ（ｅ）、Ｅが－Ｓ－であり、Ｒｎ及びＲｍがフェノチアジン部分の３位及び７位
の各々で－ＮＯ２である錯体８Ａの実施形態；
錯体８Ｂ（ａ）、ＥがＮ－ＣＨ３であり、ＲｎがＨであり、ＲｍがＨである錯体８Ｂの実
施形態；
錯体８Ｂ（ｂ）、Ｅが結合であり、ＲｎがＨであり、ＲｍがＨである錯体８Ｂの実施形態
；
錯体８Ｂ（ｃ）、Ｅが－ＣＨ２－ＣＨ２－であり、ＲｎがＨであり、ＲｍがＨである錯体
８Ｂの実施形態；
錯体８Ｂ（ｄ）、Ｅが－Ｏ－であり、ＲｎがＨであり、ＲｍがＨである錯体８Ｂの実施形
態；
錯体８Ｂ（ｅ）、Ｅが－Ｓ－であり、Ｒｎ及びＲｍがフェノチアジン部分の３位及び７位
の各々で－ＮＯ２である錯体８Ｂの実施形態；
錯体８Ｃ（ａ）、ＥがＮ－ＣＨ３であり、ＲｎがＨであり、ＲｍがＨである錯体８Ｃの実
施形態；
錯体８Ｃ（ｂ）、Ｅが結合であり、ＲｎがＨであり、ＲｍがＨである錯体８Ｃの実施形態
；
錯体８Ｃ（ｃ）、Ｅが－ＣＨ２－ＣＨ２－であり、ＲｎがＨであり、ＲｍがＨである錯体
８Ｃの実施形態；
錯体８Ｃ（ｄ）、Ｅが－Ｏ－であり、ＲｎがＨであり、ＲｍがＨである錯体８Ｃの実施形
態；
錯体８Ｃ（ｅ）、Ｅが－Ｓ－であり、Ｒｎ及びＲｍがフェノチアジン部分の３位及び７位
の各々で－ＮＯ２である錯体８Ｃの実施形態；
錯体Ｓ１＝錯体２Ａｄ、ヨウ化物類似体（すなわち、Ｘ＝Ｉ）；
錯体Ｓ２＝錯体２Ａｄ、チオシアネート類似体（すなわち、Ｘ＝ＳＣＮ）；
錯体Ｓ３＝錯体２Ａｄ、シアノ類似体（すなわち、Ｘ＝ＣＮ）；
錯体Ｓ４＝錯体２Ａｄ、フェニルアセチリド類似体（すなわち、Ｘ＝フェニルアセチレン
）；
錯体Ｓ５＝錯体３Ａｄ、チオフェノール類似体（すなわち、Ｘ＝ＳＰｈ）；
錯体Ｓ６＝錯体４Ａｄ、２，６－ジフルオロフェノール類似体（すなわち、Ｘ＝Ｏ－（２
，６－ジフルオロフェニル））；
錯体Ｓ７＝錯体４Ａｄ、２－ｔｅｒｔブチル－５－メチルフェノール類似体（すなわち、
Ｘ＝Ｏ－（２－ｔｅｒｔブチル－５－メチルフェニル））；
錯体Ｓ９＝錯体５Ａｄ、カルバゾレート類似体（すなわち、Ｘ＝カルバゾール）；
錯体Ｓ１０＝錯体５Ａｄ、アニリン類似体（すなわち、Ｘ＝ＮＨＰｈ）；
錯体Ｓ１１＝錯体５Ａｄ、３，５－ビス（トリフルオロメチル）アニリン類似体（すなわ
ち、Ｘ＝ＮＨ｛３，５－（ＣＦ３）２Ｐｈ｝）；
錯体Ｓ１２＝錯体６Ｍｅ、銅類似体（すなわち、Ｍ＝Ｃｕ）；
錯体Ｓ１３＝錯体６Ｅｔ、銅類似体（すなわち、Ｍ＝Ｃｕ）；
錯体Ｓ１４＝錯体６Ａｄ、銅類似体（すなわち、Ｍ＝Ｃｕ）；
錯体Ｓ１５＝錯体７Ｍｅ、銅類似体（すなわち、Ｍ＝Ｃｕ）；
錯体Ｓ１６＝錯体７Ｅｔ、銅類似体（すなわち、Ｍ＝Ｃｕ）；
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錯体Ｓ１７＝錯体７Ａｄ、銅類似体（すなわち、Ｍ＝Ｃｕ）；
錯体Ｓ１８＝錯体８Ａ、銅類似体（すなわち、Ｍ＝Ｃｕ）；
錯体Ｓ１９＝錯体８Ｂ、銅類似体（すなわち、Ｍ＝Ｃｕ）；
錯体Ｓ２０＝錯体８Ｃ、銅類似体（すなわち、Ｍ＝Ｃｕ）；
錯体Ｓ２１＝錯体８Ｄ、銅類似体（すなわち、Ｍ＝Ｃｕ）；
錯体Ｓ２２～Ｓ３６＝それぞれ、錯体８Ａ（ａ）～８Ｃ（ｅ）の各々の銅類似体；
錯体Ｓ４９＝錯体５Ｍｅ、金類似体（すなわち、Ｍ＝Ａｕ）；
錯体Ｓ５０＝錯体５Ｅｔ、金類似体（すなわち、Ｍ＝Ａｕ）；
錯体Ｓ５１＝錯体５Ａｄ、金類似体（すなわち、Ｍ＝Ａｕ）である、請求項１に記載の錯
体又は請求項４に記載の発光素子。
【請求項２０】
　請求項４のＡによる発光素子である、請求項４に記載の発光素子。
【請求項２１】
　請求項４のＢによる発光素子である、請求項４に記載の発光素子。
【請求項２２】
　光を発生する発光素子における、請求項４に規定される式Ｉａの少なくとも１つの有機
金属錯体の使用。
【請求項２３】
　請求項４に記載の発光素子を備える、フラットパネルディスプレー、コンピュータ用モ
ニター、テレビ、ビルボード、屋内又は屋外照明及び／又は信号の光源、ヘッドアップデ
ィスプレー、完全透明ディスプレー、フレキシブルディスプレー、レーザープリンター、
電話、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラップトップコンピュータ、デジタルカメラ
、カムコーダー、ビューファインダー、マイクロディスプレー、車両、大面積壁面、映画
館又はスタジアム用のスクリーン、並びに標識から選択される装置。
【請求項２４】
　請求項１～１９のいずれか一項に規定される式Ｉ若しくは式Ｉａの錯体、又は請求項４
に記載の発光素子に使用される錯体、又は請求項２３に記載の装置に使用される錯体を作
製する方法であって、
Ａ．
式ＩＩ：
　　Ｍ－Ｘ　　　（ＩＩ）
の化合物とＣＡＡＣ化合物Ｌとを溶媒中で接触させると共に、式Ｉ若しくは式Ｉａの錯体
を回収すること（ここでＬ、Ｍ及びＸは、請求項１～１８のいずれか一項において式Ｉ又
は式Ｉａについて規定される通りである）、又は、
Ｂ．
Ｍが銅であり、Ｘが任意に置換されたアリールアセチリド、任意に置換されたアリールオ
キシド若しくは任意に置換されたアリールアミドである場合に、
式Ｉｂ：
　　Ｌ－Ｃｕ－Ｘ’　　　（Ｉｂ）
（式中、Ｌは請求項１～１８のいずれか一項において式Ｉ又は式Ｉａについて規定される
通りであり、Ｘ’はＣｌ、ＯＨ又はＯｔＢｕである）のＣＡＡＣ化合物と式Ｖ：
　　Ｘ－Ｈ　　　（Ｖ）
（式中、Ｘは任意に置換されたアリールアセチリド、任意に置換されたアリールオキシド
又は任意に置換されたアリールアミドである）の化合物とを溶媒中で接触させると共に、
式Ｉ若しくは式Ｉａの錯体を回収すること、又は、
Ｃ．
Ｍが金である場合に、
式Ｉｃ：
　　Ｌ－Ａｕ－Ｘ’　　　（Ｉｃ）
（式中、Ｌは請求項１～１８のいずれか一項において式Ｉ又は式Ｉａについて規定される
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通りであり、Ｘ’はＣｌ又はＯＨ又はＯｔＢｕである）のＣＡＡＣ化合物と式Ｖａ：
　　Ｘ－Ｈ　　　（Ｖａ）
（式中、Ｘは式：
Ｒ’－Ｎ－Ｒ’’
若しくは
【化１８】

（式中、Ｒ’及びＲ’’は水素及び有機基から選択され、どちらも有機基である場合に同
じであっても又は異なっていてもよいが、但しＲ及びＲ’’の少なくとも一方がアリール
であり、
【化１９】

は１つ以上の環を含有し得る環式有機基を表すが、但し環式有機基は式Ｖａの化合物が任
意に置換されたアリールアミドであるようなものである）を有する任意に置換されたアリ
ールアミドである）の化合物とを溶媒中で接触させると共に、式Ｉ若しくは式Ｉａの錯体
を回収すること、
を含む、方法。
【請求項２５】
　請求項４に記載の発光素子に使用される構成要素を作製する方法であって、
　基板上に有機発光帯域構成要素の層を溶媒中のその溶液から又は熱蒸発により堆積させ
、該堆積の前に、それと同時に及び／又はその後に１つ以上の付加的な層、構成要素又は
それらの組合せを基板上に任意に設けることと、
　任意の溶媒を任意の所望の時点で除去して、発光素子に使用される構成要素を得ること
と、
を含む、方法。
【請求項２６】
　前記発光素子に使用される構成要素が、少なくとも発光素子の正孔輸送帯域及び発光帯
域を含み、前記方法が、前記帯域の各々を形成する有機物質の層を溶媒中のその溶液から
又は熱蒸発により堆積させることを含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記堆積が同時であるか、順次であるか、又は一部の層を同時に堆積させ、一部を順次
に堆積させる、請求項２６に記載の方法。
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